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令和２年度 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服政策研究事業） 

  分担研究報告書(院内非専門医連携対策) 
 

院内の非専門医における肝炎検査陽性者の紹介率向上に向けた研究 

 

研究分担者：井上  淳  東北大学病院 消化器内科 

研究協力者：岡村 恵乃  東北大学病院肝疾患相談室 
 

研究要旨： 院内の消化器内科以外の診療科での肝炎ウイルス陽性者の現状を調査す

ると、2019年において HBs抗原陽性者数、HCV抗体陽性数ともに眼科が最も多かった

（それぞれ 26人、56人）。陽性率は、HBs抗原は呼吸器外科、HCV抗体は脳神経内科

で最も高かった（それぞれ 2.4%、3.6%）。術前検査での検査陽性者を漏れなくフォロ

ーアップするため、麻酔科での台帳システムを用いて検査陽性者を拾い上げ、カルテ

のチェック後に紹介が必要な患者の主治医へ手紙を送付し消化器内科への受診を勧

奨しているが、手紙に対する返信率は 2020 年には 80%に上昇しており、非専門医へ

の意識づけには一定の効果があるものと考えられた。紹介数を増加させるため、眼科

を含めた陽性者数・陽性率の高い診療科に対する積極的な働きかけが必要であると

考えられた。 

A. 研究目的 

B型肝炎ウイルス（HBV）および C型肝炎

ウイルス（HCV）の持続感染は肝硬変や肝癌

の原因となるため、肝臓専門医などにおけ

る治療や定期フォローアップが必要である。

術前検査などで HBs 抗原および HCV 抗体の

測定が行われ、結果が陽性である時だけで

なく陰性の場合にも検査結果を患者に伝え

ることが望ましいとされているが、必ずし

も伝わっていないことや、説明しても専門

医への受診に繋がらないケースが多いこと

が問題とされている。 

当院では 2015 年より電子カルテアラー

トシステムを導入し、肝炎検査陽性患者に

対して消化器内科への受診勧奨メッセージ

が表示されるようになっているが、その効

果は一時的であったため、さらに別な手段

を用いた積極的な取り組みが必要であると

考えられる。 

本研究では、院内の診療科における HBs

抗原・HCV抗体陽性者数、陽性率を明らかと

してより密度の濃い対策の必要な診療科を

特定することを目的とした。また、2016年

度から行なっている、麻酔科と連携した術

前肝炎ウイルス検査陽性者の拾い上げと受

診勧奨の効果を検証することを目的とした。 

 

B. 研究方法 

2019 年における当院での HBs 抗原検査、

HCV 抗体検査患者全例を抽出し、その中で

の検査陽性者数、陽性率を診療科毎に算出

した。また、HCV 抗体については 5 未満を

低力価とし、持続感染の可能性がある 5 以

上と分けて検討した。また、2018年 6月以

降、2021年 1月までに当院で手術を受けた

症例を対象に、HBs 抗原ならびに HCV 抗体

陽性者数、陽性率を算出するとともに、陽

性者のなかから専門医未受診と考えられる

患者に限定して学内便を利用して手紙を送

付し、その返信内容についても調査を行な

った。 

 

C. 研究結果 

2019 年における院内での HBs 抗原検査

数はのべ 22642 件、陽性 1035 件（陽性率

4.57%）であり、複数回検査している同一患
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者を除くと検査を受けたのが 18390 人、陽

性が 466人（陽性率 2.53%）であった。HCV

抗体検査数はのべ 21236件、陽性 464件（陽

性率 2.18%）であり、同一患者を除くと検査

を受けたのが 17929 人、陽性が 381 人（陽

性率 2.13%）であった。 

この同一患者を除いた陽性者を消化器

内科を除いた診療科別に分けて検討すると、

HBs 抗原陽性者数が最も多かったのは眼科

の 26 人であり、ついで総合外科の 25 人で

あった（下図）。 

 

 
 

また、HCV 抗体陽性者数についても眼科

で 56 人と最も多く、ついで総合外科の 44

人であった（下図）。ただし、眼科では HCV

抗体低力価の割合が46%と比較的多かった。 

 

 

 

次に、HBs 抗原および HCV 抗体の陽性率

について検討すると右上の表のようになり、

年間の検査人数が 300 人以上の比較的検査

数の多い診療科に限定して比較すると、HBs

抗原陽性率が最も高いのが呼吸器外科の 

 

2.41%、ついで腎高血圧内科の1.59%であり、

眼科は 9番目の 1.07%であった。HCV抗体陽

性率が最も高かったのは脳神経内科の

3.64%、ついで救急科の 3.21%であり、眼科

は 7番目の 2.30%であった。 

2017 年から 2020 年までに肝炎ウイルス

に関して消化器内科へ紹介となった患者数

を診療科別に検討すると、最も多かったの

が総合外科、ついで血液免疫科であり、眼

科は７番目で陽性者数と比較して紹介数が

少ないことが明らかとなった（下図）。 

 

 
 

また、紹介数を年ごとに分けて検討して

みると診療科による紹介数の増減の差が認

められ（次ページ図）、婦人科は 2019-2020

年で増加していたが、眼科は 2018-2019 年

で比較的多かったものの 2020 年には再び

減少しており、対策を講じていく必要があ

ると考えられた。 
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術前検査での肝炎検査陽性者数、陽性率

の推移は下図の通りであるが、HCV 抗体陽

性率は低下傾向が認められるのに対して

HBs 抗原陽性率は 1%前後で低下していなか

った。 

 

 

 

この術前検査での陽性者のうち、電子カ

ルテで専門医への受診が確認できない患者

については主治医に対して消化器内科への

紹介を促す手紙を送り、その後の経過を返

信していただいている。その返信の内訳を

検討すると、2018-2019 年の 44%に比べて

2020 年では返信のない割合が 20%にまで減

少しており、当科での取り組みがある程度

認知されてきていると考えられた（右上図）。

返信のあった患者のうち、他院で検査・治

療を行なっているとの回答が最も多く 40%

を占めていたが、確実に専門医を受診して

いるかどうかまでは確認が困難であり、今

後の課題と思われた。また、手術後早期に

当院への通院が終了してしまう患者も一部

におり、2020 年には全体の 10%であった。

これらの患者に対しては術前の早い段階か

らアプローチしておく必要があると考えら

れた。 

 

 

D. 考察 

今回の検討において、院内の診療科で肝

炎ウイルス検査陽性者数は B 型肝炎、C 型

肝炎ともに眼科で最も多かった。一方で眼

科からウイルス性肝炎の消化器内科への紹

介数は 2020年には減少しており、さらなる

対策が必要であると考えられる。対策の方

法については、今後院内の眼科医に対する

アンケート調査や、宮城県医師会を通した

院内外でのアンケート調査を進め、眼科医

の意識調査を行うとともに要望を取り入れ

ながら検討を行なっていきたい。基本的に

は陰性の場合を含めた検査結果の説明が必

要であり、具体案として、陽性患者への説

明資材の提供、説明可能な人員の配置（肝

炎医療コーディネーターの養成など）、他部

署における説明の協力などが考えられる。

患者への説明と聞きとりにより、肝臓専門

医未受診であることを確認して消化器内科

への紹介を促進していきたい。また、他の

陽性者の比較的多い診療科に対しても取り

組みを広げていく必要があると思われる。 

 

E. 結論 

院内の診療科での調査により、眼科で肝

炎検査陽性者数が多く、陽性率は呼吸器外

科や脳神経内科で高いことが明らかとなっ

た。肝癌・肝硬変による死亡者数を減少さ
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せるため、これらの陽性者数・陽性率の高

い診療科に対してそれぞれの環境に応じた

対策を講じていきたい。 

 

F. 政策提言および実務活動 

宮城県肝疾患連携拠点病院の一員とし

て、肝炎医療コーディネーターの養成など、

肝炎対策に総合的に取り組んでいる。 
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